
■ベトナム：原子力発電計画に変更なし 

科学技術省（MOST）は 2011年 3月 17日、国会において中南部のニントゥアン省での原

子力発電計画が正式に承認されたのを受け、第 1、第 2原子力発電所の建設を計画どおりに

進めると発表した。同省の関係者は「福島第 1 原発の事故は、教訓として厳粛に受け止め

なければならないが、ベトナムには最新型の原子炉を導入するため影響は少ない。ただし、

津波対策として堤防高さを 15m 以上にする」とコメントしている。なお、ベトナムでは、

2014年に第 1原発（200万 kW：100万 kW×2基）、2015年に第 2原発（200万 kW：100

万 kW×2基）がそれぞれ着工されることになっている。 

 


